
2  巻 頭 言

4 演 劇 オ リ エ ン テ ー リ ン グ
「 ド イ ツ ・ 世 界 演 劇 祭 」 観 劇 日 記

谷 川 道 子

2 2 1 9 9 0 年 代 ニ ュ ー ヨ ー ク の 上 演 空 間
ニ ュ ー ヨ ー ク 市 ・ 州 当 局 の 文 化 政 策 を め ぐ っ て

戸 谷 陽 子

3 6 「 ア フ リ カ 」 を 演 じ る
パ リ の ジ ョ セ フ ィ ー ン ・ ベ イ カ ー

荒 こ の み

5 3 楽 興 の 時
ブ ー レ ー ズ に よ る プ リ ・ ス ロ ン ・ プ リ

福 岡 由 仁 郎

6 8 語 る こ と ・ 演 じ る こ と の 転 換
メ デ ィ ア に お け る 技 術 性 ・ 身 体 性 ・ 魔 術 性

山 口 裕 之

8 6 ド イ ツ 統 一 後 の 舞 台 芸 術
ハ ン ス ＝ テ ィ ー ス ・ レ ー マ ン ／ 訳 ・ 小 松 原 由 理

i T arr yi n g wit h t h e ' R est' of t h e
M er c h a nt of V e ni c e
J a n B. G o r d o n

x vii Fr o m N ati o n al t o Gl o b al,
Cr e ati o n a n d C o ns u m pti o n
T h e Art s a n d T h e atr e i n F L U X i n Si n g a p or e

R o b e r t Y e o

1 9 3 学 会 報 告
日 本 南 ア ジ ア 学 会 第 1 5 回 全 国 大 会

- -  総 合 文 化 研 究 所 2 0 0 2 年 度 活 動 報 告
編 集 後 記

書 評

1 7 1  韓 国 短 編 小 説 を 読 む

西 永 良 成

1 7 7  『 壺 中 天 酔 歩 　 中 国 の 飲 酒 詩 を 飲 む 』
沓 掛 良 彦 著 、 大 修 館 書 店

小 林 二 男

1 7 9  『 イ ン モ ラ ル ・ ア ン リ ア ル
　 現 代 タ イ 文 学 　 ウ ィ ン ・ リ ョ ウ ワ ー リ ン 短 編 集 』
ウ ィ ン ・ リ ョ ウ ワ ー リ ン 著 　 宇 戸 清 治 訳

財 団 法 人 国 際 言 語 文 化 振 興 財 団 　 サ ン マ ー ク 出 版

藤 井 守 男

1 8 2 『 歴 史 的 理 性 の 批 判 の た め に 』

上 村 忠 男 著 、 岩 波 書 店

西 谷 修

1 8 4  『 「 テ ロ と の 戦 争 」 と は 何 か 　 9. 1 1 以 後 の 世 界 』

西 谷 修 著 、 以 文 社

岩 崎 稔

1 8 6  『 ポ ス ト ド ラ マ 演 劇 』

ハ ン ス ＝ テ ィ ー ス ・ レ ー マ ン 著 、 谷 川 道 子 他 訳 、 同 学 社

山 口 裕 之

1 8 8 『 磔 の ロ シ ア 　 ス タ ー リ ン と 芸 術 家 た ち 』

亀 山 郁 夫 著 、 岩 波 書 店

渡 辺 雅 司

1 9 0 『 〈 個 人 〉 の 行 方 　 ル ネ ・ ジ ラ ー ル と 現 代 社 会 』

西 永 良 成 著 、 大 修 館 書 店

武 田 千 春

寄 稿

9 7 1 4 世 紀 イ ラ ン の 風 刺 家

オ ベ イ ド ・ ザ ー カ ー ニ ー
ハ ー フ ェ ズ 研 究 の １ プ ロ セ ス と し て

佐 々 木 あ や 乃

1 1 8 希 求 さ れ る 秩 序
『 万 延 元 年 の フ ッ ト ボ ー ル 』 の 想 像 界 と 象 徴 界

柴 田 勝 二

1 3 5 差 別 の 力 学
李 昂 『 夫 殺 し 』 を 読 む

蕭 幸 君

1 4 4 よ い ど ろ ぶ ね よ さ よ う な ら

惨 酷 演 戯 ： 災 有 酔 壷 功 労 無
三 枝 壽 勝

1 6 5 韓 国 現 代 小 説 の 流 れ と 特 性
孫 章 純 ／ 訳 ・ 岸 井 紀 子

1 7 0  洪 允 淑 詩 篇 　 『 放 牧 時 代 』 よ り
／ 訳 ・ 岸 井 紀 子

特 集

　 　 演 じ る
　 　  表 象 の 諸 相
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